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１９９２年のリオデジャネイロの地球サミットで、世界は「サステイナブル（持続可能

な）」社会を作り上げることが２１世紀の最大の課題であることを確認し、わが国は翌

１９９３年「環境基本法」を公布しました。鳥取環境大学は、この２１世紀最大の課題

「環境」「持続可能な社会」に関心を持ち、希望に満ちた２１世紀の日本を作ろうという

意欲のある若人を育てることを目的とした大学です。環境問題は科学技術の問題でも

ありますが、同時に我々国民の意識と行動、社会の仕組みの問題でもあります。鳥取環

境大学は環境問題を社会の視点から捉え、「自分で考え、自分で解決の為に行動する」

若者を育てることを目指します。「環境問題」は自立できる若者を教育するためのテー

マです。その為に「プロジェクト研究」により学生が自分達で考え、行動し、問題を解決

する教育をします。先生は学生のアシストに徹する教育方法です。英語では「話せる英

語」を目標としています。教授陣はそれぞれの分野で一流の先生ですし、実業界からも

多くの先生をお迎えし、社会で役に立つ教育を目指しています。

鳥取環境大学は、鳥取県と鳥取市が設備をつくり、学校法人が運営する、所謂公設民営

の大学です。地域の強い支援を受け、開かれた大学を目指しています。今回創刊するこ

とになりましたこの学報では、半年に一度、私たちの大学づくりの様子をお知らせし

ていきます。是非とも鳥取環境大学の教育への取り組みとその成果を、会社で、そして

社会でご確認頂きたいと考えております。

このたび、鳥取環境大学のさまざまな活動やニュースを皆様にご理解いただく一助と

して、学報を創刊することとなった。

開学３年目を迎え、第１期生も今春から３年生になる。大学生活の中間地点に立ち、社

会へと羽ばたく時が近づいてきたことを、学生自身はもちろん教職員一同、大きな期

待と緊張感を持って実感している。この２年間、我々は「人と社会と自然との共存」と

いう理念の下、２１世紀を生き抜く力を持った社会人となるように学生たちを育てて

きた。それは、確かな知識・技能と豊かな発想力を兼ね備えた人材、継続して合理的な

努力を続けられる人材、そして、自らの考えを説得力をもって伝えられる人材である。

同時に、我々は全学を挙げて開かれた大学づくりにも力を注いできた。本学の教員の

うち５１％は理科系出身者で、センサーの専門家、交通管理の専門家、ソフトづくりの

専門家などがいて、その多岐にわたる専門分野から時代の最先端を見つめている。文

科系の教員もまた、森林問題、農業問題の専門家や税務の専門家として、同じようにさ

まざまな時代の動きを見つめている。彼らは、授業やプロジェクト研究などを通じて、

実践的かつ学生の知的好奇心・問題意識を掘り起こす教育を提供するだけでなく、共

同研究などを通じて、地域に根ざした産学官連携の活動を積極的に進めている。

我々の新しい学報が、新しい教育や技術開発のヒントとなり、新しい産学のつなぎ目

や社会との連携がここから生まれてくることを期待している。
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